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Natural Disasters and Their Damages
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豪
雨
特
性

　

7
月
17
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
低
気
圧

が
日
本
海
を
進
み
、こ
れ
に
向
か
っ
て
太
平

洋
高
気
圧
の
湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込
み
、特

に
山
形
県
内
で
豪
雨
が
発
生
し
た
。山
形
県

西
川
町
大
井
沢
で
は
日
最
大
雨
量
2
1
2

㎜
の
観
測
史
上
1
位
の
降
雨
で
あ
っ
た
。そ

の
直
後
、7
月
22
日
に
も
山
形
県
お
よ
び
福

島
県
に
豪
雨
が
発
生
し
た
。先
と
同
様
に
暖

か
く
湿
っ
た
空
気
が
梅
雨
前
線
に
向
か
っ

て
流
れ
込
ん
だ
こ
と
に
よ
る
。山
形
県
高た
か

畠は
た

で
は
日
最
大
雨
量
1
5
8
㎜
を
記
録
し
た
。

山
形
県
南
陽
市

吉
野
川
で
の
被
害

　

吉
野
川
河
川
区
域
内
に
位
置
す
る
赤
湯
自

動
車
学
校
で
は
教
習
コ
ー
ス
上
流
側
か
ら
浸

水
し
、施
設
・
多
数
の
教
習
車
の
浸
水
被
害
、

敷
地
内
へ
の
土
砂
堆
積
、土
堤
の
欠
壊
等
が

発
生
し
た（
写
真
1
）。南
陽
市
浸
水
想
定
区

域
図
に
よ
れ
ば
、教
習
車
コ
ー
ス
の
浸
水
想

定
深
さ
は
1
・
0
～
2
・
0
m
で
あ
り
、
他

の
建
物
な
ど
の
区
域
も
0
・
5
～
1
・
0
m

の
浸
水
深
さ
が
想
定
さ
れ
る
な
ど
、赤
湯
自

動
車
学
校
は
周
辺
区
域
に
比
べ
ひ
と
き
わ

水
害
の
確
率
が
高
い
区
域
と
さ
れ
る
。

山
形
県
白
鷹
町

貝
生
川
で
の
被
害

　

最
上
川
右
支
川
貝か
い

生し
ょ
う

川が
わ

で
は
石
積
み
護

岸
の
欠
壊
が
複
数
の
個
所
で
見
ら
れ
た
。特

に
、湾
曲
部
に
お
い
て
は
直
進
す
る
洪
水
が

田
畑
に
乗
り
上
げ
、被
害
を
発
生
さ
せ
て
い

る
。
護
岸
の
欠
壊
が
見
ら
れ
た
2
個
所
は
、

い
ず
れ
も
石
積
み
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
タ
イ
プ
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平
成
25
年
山
形
・
福
島
豪
雨
に
よ
る
災
害
の
報
告
（
速
報
）

土
木
学
会
水
工
学
委
員
会
で
は
今
年
度
よ
り
水
害
対
策
小
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、海
外
も
含
め
各
地
で
の
水
害
発
生
時
に
迅
速
な
対
応
を
取
る
た

め
の
体
制
を
整
え
た
。同
小
委
員
会
発
足
直
後
の
2
0
1
3
年
7
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
山
形
県
・
福
島
県
で
豪
雨
災
害
が
発
生
し
、最
初
の

調
査
団
が
派
遣
さ
れ
た
。本
稿
は
本
調
査
団
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
現
地
調
査
に
基
づ
く
速
報
で
あ
る
。

田
中 

仁 

フ
ェ
ロ
ー
会
員
　
水
工
学
委
員
会
水
害
対
策
小
委
員
会 

山
形
・
福
島
豪
雨
に
よ
る
災
害
調
査
団
長
、
東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科 

教
授

写真1　赤湯自動車学校土堤の欠壊（撮影：小森大輔、7月21日撮影）
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に
遷
移
す
る
不
連
続
部
に
位
置
し
て
い
た
。

同
様
な
不
連
続
部
で
の
護
岸
欠
壊
は
他
所

で
も
見
ら
れ
た
。

山
形
県
大
江
町

月
布
川
で
の
被
害

　

大
江
町
月つ
き

布ぬ
の

川が
わ

流
域
で
は
越
水
に
よ
る

氾
濫
被
害
が
発
生
し
、
集
落
の
孤
立
や
農

地
へ
の
浸
水
・
土
砂
堆
積
な
ど
大
き
な
被

害
が
発
生
し
た
。
月
布
川
中
流
域
に
位
置

す
る
久
保
地
区
で
は
久
保
橋
が
浸
水
し
、

5
世
帯
が
18
日
の
朝
か
ら
正
午
す
ぎ
ま
で

孤
立
し
た
。
月
布
川
の
増
水
に
伴
い
多
く

の
流
木
が
発
生
し
、
そ
れ
ら
が
久
保
橋
の

欄
干
を
塞
い
だ
。
洪
水
3
日
後
の
久
保
橋

の
様
子
を
写
真
2
に
示
す
。

山
形
県
大
蔵
村
・
舟
形
町
・
村

山
市
・
西
川
町
で
の
被
害
と
濁

水
の
長
期
化

　

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
河
岸
浸
食（
護
岸
欠

壊
）、道
路
斜
面
の
崩
壊
が
多
く
認
め
ら
れ

た
。外
水
の
越
流
、河
川
合
流
部
で
の
溢
水

も
認
め
ら
れ
た
。調
査
対
象
地
域
に
は
主
に

渓
流
が
多
く
存
在
し
、強
雨
に
伴
う
過
剰
な

土
砂
流
出
に
よ
り
砂
防
ダ
ム
を
越
流
し
た

土
砂
氾
濫
も
所
々
で
確
認
さ
れ
た
。寒さ

河が

江え

川
で
は
支
川
を
含
む
各
所
で
土
砂
崩
壊
が

発
生
し
、
多
量
の
土
砂
が
流
れ
込
ん
だ
（
写

真
3
）
。
そ
の
結
果
、
寒
河
江
ダ
ム
の
約
10

㎞
下
流
に
あ
る
西
川
浄
水
場
で
は
、高
濁
度

水
に
対
す
る
処
理
能
力
を
超
え
た
た
め
、浄

水
場
か
ら
の
給
水
が
停
止
し
、断
水
が
最
長

で
7
月
26
日
ま
で
続
い
た
。た
だ
し
、寒
河

江
ダ
ム
の
放
流
濁
度
は
、最
大
で
も
23
日
午

前
に
5
0
0
度
を
超
え
る
程
度
だ
っ
た
の

に
対
し
、浄
水
場
の
取
水
地
点
で
は
、18
日

に
1
0
0
0
度
を
超
え
る
濁
度
が
継
続
し

た
こ
と
か
ら
、支
川
の
土
砂
崩
れ
に
よ
り
流

出
し
た
濁
水
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

福
島
県
喜
多
方
市

熱
塩
加
納
で
の
土
砂
災
害

　

熱あ
つ

塩し
お

加か

納の
う

温
泉
で
土
砂
流
出
に
よ
る
被

害
が
生
じ
、
22
日
夜
に
集
落
一
帯
に
避
難

指
示
が
出
さ
れ
た
。
当
該
地
域
は
阿
賀
川

水
系
押
切
川
に
流
下
す
る
沢
地
形
に
位
置

し
て
い
る
。
比
較
的
礫
径
の
大
き
な
土
砂

は
沢
最
上
流
の
旅
館
施
設
1
階
に
流
入
し

た
が
（
写
真
4
）
、傾
斜
地
形
を
な
す
地
形
特

徴
よ
り
集
落
全
体
に
水
、
土
砂
が
広
が
っ

て
い
た
。
押
切
川
河
岸
に
位
置
す
る
住
宅

に
も
土
砂
は
到
達
し
、
河
道
に
も
相
当
の

土
砂
が
供
給
さ
れ
て
い
る
。

　

誌
面
の
都
合
上
、降
雨
特
性
の
詳
細
、都

市
部
の
浸
水
、た
め
池
欠
壊
、遊
水
池
へ
の

洪
水
流
入
な
ど
の
調
査
結
果
を
割
愛
し
た
。

本
報
の
詳
細
版
がhttp://com

m
ittees.

jsce.or.jp/report/system
/files/2

01307yam
agata2.pdf

に
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
現
地
調
査

に
あ
た
り
調
査
団
員
の
献
身
的
な
協
力
が

あ
っ
た
。ま
た
、山
形
県
河
川
課
、同
砂
防・

災
害
対
策
課
、福
島
県
河
川
整
備
課
、パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ（
株
）、（
株
）

建
設
技
術
研
究
所
、
ア
ジ
ア
航
測（
株
）、

日
本
工
営（
株
）、（
株
）建
設
環
境
研
究
所

よ
り
支
援
を
受
け
た
。
こ
こ
に
謝
意
を
表

す
る
。

写真2　久保橋の冠水により一時孤立した集落（撮影：呉 修一、7月21日撮影）

写真3　寒河江ダムの湖面の濁り（撮影：梅田 信、7月25日撮影）

写真4　喜多方市熱塩加納の土砂災害（撮影：川越清樹、7月23日撮影）


